
4
No.984

2015元気な風がふくまち

平成27年４月10日号広報なかま

　　 特集

　　 空き家バンク制度
2

表紙の説明は 19 ページをご覧ください

　　 介護保険制度の改定7
　　 第２次環境基本計画策定6

　　 市からのお知らせ8
　　 健康ファミリー、おすすめ料理10
　　 やっちゃれ環境、くらしのミカタ11
　　 医療講座、図書館だより12
　　 人権作文、無料相談コーナー13
　　 くらしの情報14
　　 まちのわだい16
　　 みんなのひろば18
　　 温故知新20

CONTENTS



2広報なかま４月 10日号

　

近
年
、
全
国
的
に
、
人
口
の
減
少

な
ど
に
基
因
す
る
空
き
家
の
増
加
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

間
市
は
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
市

内
に
あ
る
住
宅
建
物
は
30
～
40
年
前

に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
多
く
、
住
民

も
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
も
空
き
家

の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
が
放
置
さ
れ

る
と
、
倒
壊
の
危
険
や
犯
罪
の
誘
発

な
ど
、
周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
７

月
～
11
月
に
市
内
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
310
件
の
空
き
家
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
空
き
家
一
軒
一
軒

を
さ
ら
に
細
か
く
調
べ
る
と
、
売
れ

る
物
件
・
貸
せ
る
物
件
が
174
件
、
廃

屋
が
48
件
、
す
で
に
居
住
・
建
築
中

な
ど
が
88
件
と
い
う
現
状
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

住
宅
を
建
設
し
て
い
く
土
地
に
も

限
り
が
あ
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
空

き
家
を
活
用
し
、
子
育
て
世
代
や
若

い
夫
婦
へ
の
移
住
や
定
住
促
進
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
質
の
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
新
た
に
４
つ
の
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

チャンス到来
空き家バンク制度で

賢く暮らす
増え続けている空き家を有効に活用する方法として、４月１日から
始まった「中間市空き家バンク制度」。空き地や空き家を「売りたい」

「買いたい」というみなさんにとってお得な制度となっています。
手続きは中間市と協定した宅地建物取引業者が行いますので安心
です。物件情報は中間市ホームページで公開しています。
　　　　　●問合先　住宅都市交通対策課　☎（２４６）６１５５
　　　　　●ホームページ　http://www.city.nakama.lg.jp

空き家
バンク

高齢者
住替え

中古住宅
購入

中古住宅
リフォーム

平成２年に新築した家屋を、平成 22 年に
全面改装して２世帯住宅とした、市内
在住Ｍさんのお宅。
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　この制度は、売却や貸付を希望する空き家や空き地
の所有者から登録の申し込みを受け付け、その情報を
中間市のホームページに掲載し、空き家や空き地の購
入や賃借を希望する人に情報を提供する制度です。契
約や交渉などは、市と協定した宅地建物取引業者が行
いますので安心して手続きできます。

高齢者世帯に属する人が住替えをした場合に引っ越
し費用（家財処分費含む）に対して助成します。

対象者要件（すべてに当てはまること）
○ 個人が所有する持家を売却・賃貸し、市内の高齢者住

宅・福祉施設、空き家への住み替えであること
○市税などに滞納がないこと
○自治会に原則として加入していること
○ 高齢世帯（補助金申請日に 65 歳以上の人、65 歳以上

の人と 16 未満の人で構成される世帯）であること
○そのほか市長が特に必要と認めた人

申請手続き（提出書類）
１．中間市住み替え補助金申請書
２．世帯全員の住民票（謄本）
３．固定資産税課税台帳の写し
４．引っ越し費用（家財処分費含む）の見積書・請求書・領収書
５．空き家バンク利用者登録完了通知書
６．市税などに滞納がないことの証明書類

１． 募集は、市外の所有者に対し固定資産税納付書など
に同封し、案内文を送付する。

２． 登録希望者は、空き家バンク申請書（制度の趣旨・同意）
空き家バンク登録カード（物件情報）を市に提出する。

３． 所有者、宅地建物取引業者の２者で物件の現地調査
を行う。その後、宅地建物取引業者が権利関係の調査
を行う。

４． 市役所の窓口、中間市ホームページなどで情報を紹
介する。

５． 利用希望者（購入・賃借）は、空き家バンク情報利
用者登録申請書を提出する。

６． 契約交渉は、所有者と利用希望者が直接交渉する方法
と宅地建物取引業者へ依頼する方法を選択し契約する。

※中間市では、売買・賃貸借の仲介は行っていません。
契約の交渉は、個人または市と協定した「宅地建物取引
業者」の仲介で進めていただきます。なお、不動産の仲
介は、法律で定めた仲介手数料が必要となります。

空き家バンク制度
Support 1

高齢者住み替え補助金
制度

Support 2

中間市役所
市のホームページで
情報管理。

中間市へ希望登録を行い、
所有者と交渉。

中間市へ物件登録を行い、
希望者と交渉。

利用希望者

空き家所有者

情
報
紹
介

契
約
交
渉

物
件
登
録

希
望
登
録

物
件
募
集

契
約
交
渉

現
地
調
査

住替え引越し費用に

補助金額５万円

宅地建物取引業者
市のホームページで
情報管理。

契
約
交
渉

契
約
交
渉

連携
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対象者要件（すべてに当てはまること）
○  10 年以上居住すること（申請時には確約書提出）
○ 平成 27 年４月１日以降に中古住宅を取得すること
○ 住民基本台帳上、平成 27 年４月１日以降の転入日に

中学生以下のこども（２親等以内）が同居する世帯、
または夫婦の合計年齢が 80 歳未満である世帯

○市税などに滞納がないこと
○自治会に原則として加入していること
○ 国や県、市またはほかの団体からの助成などを受けて

いないこと

申請手続き（提出書類）
１．中古住宅購入補助金交付申請書
２．中古住宅の売買契約書の写し
３．自治会加入証明
４．世帯全員の住民票（謄本）
５．市税などに滞納がないことの証明書類
６．固定資産税課税台帳の写し

対象者要件（すべてに当てはまること）
○中古住宅購入補助金制度の対象世帯であること
○ 中古住宅の取得または、賃貸契約から半年以内にリ

フォーム工事を行うこと
○ 国や県、市またはほかの団体からの助成などを受け

ていないこと
○自治会に原則として加入していること

申請手続き（提出書類）
１．中古住宅リフォーム補助金交付申請書
２． 住宅リフォームに関する詳細な見積書の写し
３．住宅位置図（付近の見取り図）
４．間取り図などのリフォーム内容が確認できる書類
５．建物全体と工事個所の現状写真
６．確約書
７．自治会加入証明書
※申請する物件が賃借物件である場合や共有者がいる
場合は別途条件があります。

中古住宅購入補助金
制度

Support 3

子育て世帯や若年世帯が移住・定住を目的に中古住宅
の購入費用に対して助成する制度です。

中古住宅の購入に

補助金額25万円

中古住宅リフォーム
補助金制度

Support 4

子育て世帯または若年世帯が居住する中古住宅の
リフォーム工事費用に対して助成する制度です。

補助金額30万円
（中古住宅１件に対し１回限度）

○�市内業者が実施する40万円以上
の工事

対象工事
○�床面積が居住用（２分の１以上）の
中古住宅

対象物件

○�外構、車庫、倉庫、ガーデニング
などの工事

対象外の工事
○取得原因が相続・贈与の物件
○�すでに居住用住宅を所有している物件

対象外の物件
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クローゼットの中に、収納
の一つとしてタンスの引き
出しを再利用。元々押し入
れだったスペースにテレビ
を設置したり収納具を確保
したりするなど、階段下を
有効に活用しています。

　中間市の「空き家バンク制度」は、宅地建物取引業者
と協定することから、数多くの物件情報を中間市のホ
ームページなどで提供できます。また、全国的に閲覧
できる宅地建物取引業者のホームページや「中間市空
き家バンク Facebook」にも掲載し、市外・県外の人へ
も広く情報を提供します。「高齢者住替え補助金制度」
は、高齢者の住み替えが可能になれば、空き家にする
ことなく、若い世帯へ引き継ぐこともでき、住宅の質
の維持・向上を図れます。「中古住宅購入補助金制度」「中
古住宅リフォーム補助金制度」は、住宅地を開発するこ
となく増え続ける空き家を購入していただき、リフォー
ムすることで利活用でき、安心・安全で快適な住環境
や地域経済の活性化が図れます。いずれの制度も中間

市への人口流入・定住促進に大きく繋がる
ものと期待しています。新築のような住
宅を安く手にすることができたり、便利
で安心な生活を過ごすことができたりす

るこれらの制度は、とてもお得です。
みなさんに利用していただきたいで
すね。

お得な制度を利用してください

佐野耕二  住宅政策係長

市内のリフォーム業者が手がけた内装工事により、和
室を洋室に改装したリフォームの事例を紹介します。

▼

市内の高地や交通不便な
地域に居住する高齢者

市外に在住している
子育て世帯や若年世帯

高齢者住替え

● 一軒家の管理や生活に
不便があり苦慮

●単身のため不安

中古住宅リフォーム

● 中古住宅取得が条件で、
取得後半年以内に工事

中古住宅購入

●子育て世帯
●若年世帯

高齢者

高齢者

空き家空き家

建て替わる

市外
在住者

人口流入・高齢者の住替え図

スーパー 病院
高齢者住宅・

福祉施設

バス停

移住

移住

リフォーム

住み替え

住み替え

市内の空き家を利活用し、子育て世帯や若年世帯が市
内に移住することで人口増加を図り、地域の活性化や
住環境の向上を図ります。その際にはお得な補助金を
活用することができます。

駅

BEFORE&AFTER
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計
画
の
推
進
に
は
、
常
に
点

検
・
評
価
な
ど
を
行
い
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
計
画
と
し
て
維
持
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
着
実
な
推
進

を
図
り
、
中
間
市
の
自
然
を
子

孫
へ
継
承
し
な
が
ら
、
住
み
良

い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
市
民
参

加
の
も
と
、
実
施
し
て
い
く
べ

き
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、「
み
ん
な
で
取
り
組
む
水

質
浄
化
活
動
」、「
環
境
美
化
活

動
の
推
進
」、「
循
環
の
ま
ち
を

目
指
し
た
３
Ｒ
の
推
進
」
な
ど

の
施
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
施

策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
積

極
的
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
り
良
い
環
境

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
書
は
環
境

保
全
課
窓
口
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
中
間
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊かな自然を後世に残す
中間市第２次環境基本計画を策定

■策定経緯

７月 第１回環境審議会
８月 市民・事業者アンケート調査実施

10 月 第１回、２回環境ワークショップ
11 月 第３回環境ワークショップ
12 月 環境ワークショップ報告会、第２回環境審議会
１月 パブリックコメント実施、第１回環境基本計画策定委員会幹事会
２月 第１回、２回環境基本計画策定委員会、第３回環境審議会
３月 第４回環境審議会

環境ワークショップ報告会提言書を
松下俊男市長に手渡す大野木章会長

中間市の環境を考える会
環境ワークショップ

●問合先　環境保全課　☎（２４６）６２６５

平
成
26
年

平
成
27
年

【環境像】

人、水、緑
みんなで
つたえよう
なかま

みんなでつたえるまち
（環境保全体制）

【環境目標】

【めざすイメージ】

環境について学ぶ機会
行政・市民・事業者の協働

自然と共生するまち
（自然環境）

【環境目標】

【めざすイメージ】

いきものと暮らすまち
自然とふれあう機会 まごこへとつなぐまち

（地球環境）

【環境目標】

【めざすイメージ】

地球温暖化の防止

安心して暮らせるまち
（生活環境）

【環境目標】

【めざすイメージ】

きれいな川・安全な土づくり
おいしい空気

資源を活かすまち

美しく心地よいまち
（快適環境）

【環境目標】

【めざすイメージ】

身近に親しめるみどり・水辺
美しいまちなみをつくる

歴史・文化の継承
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●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

平成27年４月から

介護保険制度が変わりました

　特別養護老人ホームの入所基準が、原則「要介護３以上」
となりました。ただし、要介護１・２の人でも、やむを得な
い事情があるときは、特例として入所が認められる場合が
あります。 
　介護報酬の改定により、光熱水費相当分の額の見直しを
踏まえ、平成 27 年４月１日からの多床室の基準費用額が
320 円から 370 円に改定されました。これに伴い、利用者
負担第２段階と第３段階の負担限度額も、320 円から 370
円へ改定されました。
※平成 27 年 3 月 31 日以前に発行した介護保険負担限度額
認定証は、発行済みの認定証に記載された改定前の多床室
の負担限度額 320 円を改定後の 370 円に読み替えて対応し
ますので、再交付の手続きなどは不要です。

介護保険制度の主な改正内容

●対 象 者
○納付書や口座振替を利用して介護保険料を納付している人
○ ４月または６月から新たに介護保険料の年金天引きが始

まる人
※上記以外で、継続して介護保険料を年金から天引きされる
人には「仮徴収額通知書」は送付していません。
※６月に、65 歳以上の人全員に１年間の介護保険料額を記
載した決定通知書を発送しますので、確認してください。

４月以降の「仮徴収額通知書」を発送しました

　平成 27 年度から 29 年度までの介護保険料額が改定されま
した。詳しくは下表をご覧ください。

介護保険料額が改定されました

段階 判定基準 保険料率 年額保険料 月額保険料

第１
○ 世帯全員が市民税非課税である老齢福祉年金受給者または生活保護受

給者
○ 世帯全員が市民税非課税の世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収

入額の合計が 80 万円以下の人

基準額× 0.55 38,142 円 約 3,178 円

第２ 世帯全員が市民税非課税の世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円を超え、120 万円以下の人 基準額× 0.75 52,011 円 約 4,334 円

第３ 世帯全員が市民税非課税の世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 120 万円を超える人 基準額× 0.80 55,479 円 約 4,623 円

第４ 世帯のだれかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税であり、
本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の人 基準額× 0.90 62,414 円 約 5,201 円

第５ 世帯のだれかに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税であり、
本人の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超える人 基準額× 1.00 69,348 円 約 5,779 円

第６ 本人が市民税課税で、合計所得金額が 120 万円未満の人 基準額× 1.20 83,218 円 約 6,934 円

第７ 本人が市民税課税で、合計所得金額が 120 万円以上 190 万円未満の人 基準額× 1.30 90,153 円 約 7,512 円

第８ 本人が市民税課税で、合計所得金額が 190 万円以上 300 万円未満の人 基準額× 1.50 104,022 円 約 8,668 円

第９ 本人が市民税課税で、合計所得金額が 300 万円以上 400 万円未満の人 基準額× 1.70 117,892 円 約 9,824 円

第10 本人が市民税課税で、合計所得金額が 400 万円以上 600 万円未満の人 基準額× 1.80 124,827 円 約 10,402 円

第11 本人が市民税課税で、合計所得金額が 600 万円以上 800 万円未満の人 基準額× 1.90 131,762 円 約 10,980 円

第12 本人が市民税課税で、合計所得金額が 800 万円以上 1,000 万円未満の人 基準額× 2.00 138,696 円 約 11,558 円

第13 本人が市民税課税で、合計所得金額が 1,000 万円以上の人 基準額× 2.10 145,631 円 約 12,135 円

■介護保険料段階表（中間市基準額：年額69,348円）

※年間の介護保険料額は、各段階ごとの計算式で計算し、10円未満を端数処理した金額になります。
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10
月
１
日
に
実
施
す
る
国
勢
調

査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
５
年
に
１
回
、
日
本
国
内
の

す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
調
査
す
る
最

も
基
本
的
で
大
規
模
な
調
査
で
す
。

●
申
込
要
件

○
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
人

○
責
任
を
持
っ
て
調
査
の
事
務

を
遂
行
で
き
る
人

○
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接

関
係
が
な
い
人

○
秘
密
の
保
護
に
関
し
、
信
頼

が
お
け
る
人

○
暴
力
団
員
で
な
い
人
、
暴
力

団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
密
接

な
関
係
を
有
し
な
い
人

●
募
集
人
数　
150
人
程
度

●
任
命
期
間　
８
月
下
旬
～
10

月
下
旬（
予
定
）

●
手

当　
１
調
査
区
あ
た
り

　
３
８
、０
０
０
円
程
度（
予
定
）

●
業
務
内
容　
事
務
説
明
会
の

出
席
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
審
査
・
提
出

●
申
込
方
法　
企
画
政
策
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
の
写
真
は
提
出
時
に
撮

影
し
ま
す
の
で
添
付
は
不
要
で
す
。

●
募
集
期
間　
４
月
10
日
金
～

５
月
８
日
金
・
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

国勢調査の調査員を募集します
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　

災
害
や
生
活
困
窮
な
ど
の
理

由
に
よ
り
介
護
保
険
料
の
支
払

い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
介
護

保
険
料
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
減
免
の
要
件
や
必
要

な
書
類
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受

け
て
い
た
場
合
で
も
、
今
年
度

の
介
護
保
険
料
の
減
免
を
希
望

す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
減
免
対
象
者

○
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住

宅
な
ど
の
財
産
に
著
し
い
損

害
を
受
け
た
人

○
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要

保
護
者
と
同
等
の
状
態
に
あ

り
、
現
に
生
活
保
護
を
受
け

て
い
な
い
た
め
生
活
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人 

○
刑
事
施
設
に
１
か
月
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
人 

●
減
免
期
間　
申
請
し
た
月
か

ら
年
度
末
ま
で

※
拘
禁
の
場
合
は
、
そ
の
該
当

月
か
ら
該
当
し
な
く
な
っ
た
前

月
分
ま
で
で
す
。

介護保険料には減免制度があります
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２４３

　
（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
は
、

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変

動
に
応
じ
て
額
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
４
月
１
日
か

ら（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

児童扶養手当と特別児童扶養手当が改定されます
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　

消
防
署
に
「
高
機
能
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、

「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
119
番
通

報
が
入
る
と
同
時
に
、
場
所
の

特
定
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
の
出
動
編
成
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
災
害
時
の
消
防
職
員
や
消
防

団
員
に
対
す
る
召
集
指
令
や
携

帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
の
指
令
な

ど
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

取
材
中
、
救
急
車
を
要
請
す

る
電
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
電

話
が
か
か
っ
て
か
ら
1
分
で
職

員
が
待
機
し
、
2
分
で
救
急
車

が
出
動
し
ま
し
た
。

　

要
救
護
者
の
容
体
な
ど
の
詳

し
い
情
報
の
や
り
取
り
は
、
現

場
に
向
か
い
な
が
ら
、
セ
ン
タ

ー
と
救
急
車
内
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
独
居

老
人
の
お
宅
が
電
子
地
図
上
に

登
録
さ
れ

て
い
る
な

ど
、
市
民

の
安
全
と

安
心
を
第

一
に
考
え

ら
れ
た
シ

ス
テ
ム
に

な
っ
て
い

ま
す
。

最新鋭システムの導入でさらに迅速な対応が可能に
●問合先　消防署　☎（２４５）０９０１

■児童扶養手当の額（月額）

改定前月額 改定後月額

全部支給 41,020円 42,000円
（＋980円）

一部支給 9,680円～
41,010円

9,910円～ 41,990円
（＋230円～ 980円）

改定前月額
（１人につき）

改定後月額
（１人につき）

特別児童扶
養手当１級

49,900円
51,100円

（＋1,200円）

特別児童扶
養手当２級

33,230円
34,030円

（＋800円）

■特別児童扶養手当の額（月額）

※第２子目は 5,000 円加算、第３子目以降は 3,000
円加算となります。
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行
政
相
談
制
度
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行
政

の
仕
組
み
・
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ

の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の

通
知
な
ど
の
仕
事
を
無
報
酬
で

行
う
も
の
で
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
で
日
高

幸
夫
委
員
が
退
任
し
、
平
成
27

年
度
か
ら
、
新
た
に
中
村
信
一

郎
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
石
井
悦
子
委
員
と
２
人

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

市
で
は
、
行
政
相
談
は
原
則

と
し
て
、
毎
月
第
１
土
曜
日
と

第
３
金
曜
日
の
午
後
３
時
～
５

時
に
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
で
受
付

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
、

毎
月
25
日
号
の
広
報
な
か
ま
に

掲
載
さ
れ
る
行
事
予
定
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の
内

容
に
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
付
け

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

新たに委嘱された行政相談委員を紹介します
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建
て
住
宅
の

う
ち
、
耐
震
診
断
で
一
定
の
評
価

を
受
け
た
住
宅
に
対
し
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
て
耐
震
改
修
工
事

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

○
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

○
住
宅
の
所
有
者
で
、
居
住
し

て
い
る
こ
と

●
対
象
住
宅　
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
も
の

○
市
内
の
木
造
戸
建
て
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
ま
た
は
着
工
し
た
も
の

○
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構

造
評
点
が
1.0
未
満
と
判
定
さ

れ
た
も
の

○
本
制
度
の
補
助
金
の
交
付
を

過
去
に
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
現
に
居
住
者
が
い
る
こ
と

○
建
築
基
準
法
や
関
係
法
令
の

規
定
に
違
反
し
な
い
こ
と

●
補
助
率
と
額　
工
事
費
用
の

20
％
（
限
度
額
30
万
円
）

●
事
前
協
議　
申
請
を
す
る
前

に
市
と
協
議
が
必
要
で
す

※
申
請
前
に
耐
震
診
断
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
締
切　
平
成
28
年
１
月

29
日
金

木造戸建て住宅の耐震改修工事を補助します
●問合先　都市整備課　☎（２４６）６２６０

　
「
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本

を
」、「
本
を
読
む
場
所
を
」
と
い

う
願
い
か
ら
昭
和
34
年
に
始
ま
っ

た
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」。
毎

年
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
ま

で
読
書
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
約
550
冊
の
絵
本
と
児

童
書
を
携
え
て
、
市
民
図
書
館
に

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
の
「
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
」が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
講
談
社
が
始
め
た
事

業
で
、
近
隣
の
市
町
村
で
は
中
間

市
が
初
訪
問
で
す
。
本
の
紹
介
や

お
は
な
し
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
３
日
日
・

　
午
後
３
時
～
４
時

●
場

所　
市
民
図
書
館
前

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

※
雨
天
の
と
き
は
、
館
内
の
多
目

的
室
を
利
用
し
ま
す
。

「おはなし隊」のキャラバンカーがやってくる
●問合先　市民図書館　☎（２４５）４６６４

新たに委嘱を受けた
中村信一郎委員

全国各地に赴き、
日本７週目を迎えた
キャラバンカー

　

市
で
は
、
生
活
上
の
困
難
に

直
面
し
て
い
る
人
に
対
し
、
地

域
で
自
立
し
た
生
活
が
行
え
る

よ
う
改
善
す
る
た
め
、
４
月
１

日
水
か
ら
市
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
支
援
員
が
一
人

一
人
が
抱
え
る
課
題
に
応
じ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
関
係
機

関
と
連
携
、
相
談
者
の
困
窮
状

態
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象　
経
済
的
な
問
題

な
ど
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

※
生
活
保
護
受
給
者
を
除
き
ま
す
。

●
開
所
時
間　
毎
週
月
曜
日
～

金
曜
日
・
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

●
所
在
地　
中
間
二
丁
目
10

‐
１（
新
手
交
差
点
前
）

●
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

　
☎（
２
４
６
）１
０
３
０

市民生活相談センターを開設しました
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

みなさんの相談をお待ちしています
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
す

●
対
象
者

○
生
年
月
日
で
対
象
に
な
る
人

・
昭
和
25
年
４
月
２
日
～
昭
和
26

年
４
月
１
日

・
昭
和
20
年
４
月
２
日
～
昭
和
21

年
４
月
１
日

・
昭
和
15
年
４
月
２
日
～
昭
和
16

年
４
月
１
日

・
昭
和
10
年
４
月
２
日
～
昭
和
11

年
４
月
１
日

・
昭
和
5
年
４
月
２
日
～
昭
和
６

年
４
月
１
日

・
大
正
14
年
４
月
２
日
～
大
正
15

年
４
月
１
日

・
大
正
９
年
４
月
２
日
～
大
正
10

年
４
月
１
日

・
大
正
４
年
４
月
２
日
～
大
正
５

年
４
月
１
日

※
こ
の
対
象
者
に
は
、
４
月
上
旬
に

個
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

○
接
種
日
時
点
に
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
次
に
該
当
し
、
医
師
が

必
要
と
認
め
た
人（
調
査
票
の

項
目
に
該
当
す
る
も
の
）

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

疾
患（
概お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
）が
あ
る
人

・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人

※
こ
の
対
象
で
接
種
し
た
場
合

は
、
65
歳
に
達
し
た
時
点
で
生
年

月
日
の
対
象
と
な
っ
て
も
補
助
を

受
け
て
の
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
注
意
事
項

①
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
度

の
接
種
で
抗
体
が
５
年
以
上
持

続
し
ま
す
。
５
年
以
内
に
再
接

種
す
る
と
副
反
応
の
確
率
が
高

く
な
り
、
程
度
も
強
く
発
現
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

②
こ
れ
ま
で
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
®
Ｎ

Ｐ
）の
接
種
を
受
け
た
人
は
、
定

期
予
防
接
種
の
対
象
外
と
な
り
、

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

●
接
種
期
限　
平
成
28
年
３
月
31
日

●
接
種
医
療
機
関　
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
や
入
所
中
の
施
設

に
予
防
接
種
の
実
施
医
療
機
関

で
あ
る
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
予
防
接
種
広
域
化
医
療
機
関
以

外
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
接
種
前
に
必
ず
「
依
頼

書
」
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
自
己
負
担
額　
２
、５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
・
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人
は
接
種
前
の
手
続

き
で
無
料
に
な
り
ま
す
。
生
活
保

護
受
給
者
は
生
活
支
援
課
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
健
康
増
進
課
で
必
ず

接
種
前
に
「
無
料
予
診
票
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
「
依
頼
書
」「
無
料
予
診
票
」
申

請
に
必
要
な
も
の　
運
転
免
許

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
身

分
証
明
証

※
市
民
税
非
課
税
判
定
の
た
め
、

次
の
書
類
を
持
っ
て
い
る
人
は
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
生
活
保
護
受
給
者
…
保
護
証
明

書（
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
）

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
…
次

の
う
ち
の
い
ず
れ
か

・
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

・
介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額
認

定
証

※
す
べ
て
有
効
期
限
内
の
も
の
。

・
介
護
保
険
納
入
通
知
書（
所
得
段

階
１・
２・３
）

※
５
月
31
日
ま
で
は
平
成
26
年
度

の
、
６
月
１
日
以
降
は
平
成
27
年

度
の
通
知
書
。

※
本
人
以
外
が
交
付
申
請
す
る
と

き
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
後
で
は
交
付
で
き
な
い
た

め
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care

エネルギー：52㎉
食塩：1.9ｇ

①�キャベツは食べやすい大きさに切る。あ
さりは砂抜きし、しょうがは千切りにする
②�鍋に水としょうゆ、みりんを入れて煮立
て、しょうがとあさりを加え、あさりの口
が開いたら取り出す
③�②の鍋にキャベツを入れて 2～ 3分蒸し
煮する
④�あさりを戻して、さらに2～ 3分煮る

春キャベツとあさりの蒸し煮

キャベツ…400g、あさ
り（殻付）…280g、し
ょうが…１片、水…１／２
カップ、しょうゆ…大
さじ１／２、みりん…大さじ１／２

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

平成26年度のもえるごみの搬入量は、対25年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

26 年度 25 年度 差
（26 年度－ 25 年度） 減量率

２月 743,440㎏ 765,010㎏ △ 21,570㎏ 2.8％

累計 10,302,520㎏ 10,330,670㎏ △ 28,150㎏ 0.3％

■
相
談
事
例
１

　

携
帯
電
話
に
突
然
、
メ
ー
ル

で
の
請
求
が
届
い
た
。
そ
こ
に

は
、「
過
去
の
コ
ン
テ
ン
ツ
代

の
総
合
情
報
代
が
未
納
で
す
。

連
絡
な
き
場
合
は
法
的
処
置
に

入
り
ま
す
。
至
急
連
絡
下
さ
い
」

と
書
い
て
あ
っ
た
。
記
憶
に
な

い
代
金
の
請
求
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
旨
を
伝
え
る
た
め
に
あ
わ

て
て
相
手
先
に
電
話
を
す
る

と
、「
証
拠
が
あ
る
」
と
言
わ

れ
180
万
円
の
請
求
を
さ
れ
た
。

■
相
談
事
例
２

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
、「
無

料
期
間
中
に
退
会
処
理
が
取
ら

れ
て
い
な
い
た
め
に
登
録
料

金
、
延
滞
料
金
が
発
生
し
て
お

り
未
払
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
身
元

調
査
後
自
宅
や
勤
務
先
へ
回
収

業
者
に
よ
る
回
収
と
な
り
、
そ

の
費
用
も
負
担
し
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
届
い
た
。
身
に
覚
え

は
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

　

こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
メ
ー

ル
は
、
不
特
定
多
数
に
送
信
さ

れ
て
い
ま
す
。
根
拠
の
な
い
請
求

を
架
空
請
求
と
い
い
ま
す
。「
コ

ン
テ
ン
ツ
総
合
情
報
代
未
納 

至

急
連
絡
を
」「
法
的
措
置
に
入
る

前
に
和
解
を
ご
希
望
の
方
は
連

絡
を
」
と
記
載
し
て
、
連
絡
し

て
く
る
人
に
対
し
て
「
証
拠
が

あ
る
」、「
払
わ
ね
ば
裁
判
に
な

る
」
な
ど
と
脅
し
て
お
金
を
請

求
す
る
手
口
で
す
。
請
求
金
額

に
は
根
拠
が
な
く
、
一
方
的
な
請

求
に
は
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
相
手
と
連
絡
を
取
ら
ず
、

様
子
を
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
相
手
は
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
で
請

求
し
て
き
ま
す
が
、
慌
て
た
り
一

人
で
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

メールでの架空請求に
ご注意を

家
庭
で
考
え
よ
う

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
温
暖
化

　

市
民
環
境
会
議
「
な
か
ま
の
環

境
を
良
く
す
る
会
」
の
主
催
で
「
や

っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
！
」
を
、
今

年
も
６
月
14
日
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
二
酸
化
炭
素
。
家
庭
か
ら
の
排

出
量
は
全
体
の
約
16
％
を
占
め
、

２
０
１
２
年
に
は
年
間
お
よ
そ

２
億
400
万
ト
ン
が
排
出
さ
れ
ま
し

た
。
家
庭
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

は
、
電
気
と
ガ
ソ
リ
ン
で
約
70
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
は
、
ふ

だ
ん
の
家
庭
生
活
を
見
つ
め
、
エ
コ

を
意
識
し
た
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
を
家
族
で
見
直
す
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
に
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。

年
々
参
加
の
輪
が
広
が
り
、
昨
年
は

６
、０
０
０
人
を
こ
え
る
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
市
内
に
住
ん
で
い
な
く

て
も
参
加
で
き
ま
す
。
し
か
も
今
年

は
、
取
り
組
み
を
始
め
て
10
年
目
。

家
族
み
ん
な
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
手
に
入
れ
よ
う

　

市
内
小
中
学
校
・
高
校
に
通
学

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
、
通
っ
て
い
る
学
校
で
「
学
校

用
シ
ー
ト
」
が
配
ら
れ
ま
す
。
公

共
施
設
な
ど
で
は「
一
般
用
シ
ー
ト
」

を
配
布
予
定
で
、
ど
ち
ら
も
１
枚

で
家
族
４
人
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。

■
シ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
よ
う

　

学
校
用
・
一
般
用
シ
ー
ト
と
も

に
、
エ
コ
に
よ
っ
て
削
減
で
き
る

二
酸
化
炭
素
量
が
項
目
ご
と
に
載

っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

当
日（
６
月
14
日
）に
項
目
の
内
容

に
取
り
組
ん
だ
場
合
は
、
チ
ェ
ッ

ク
。
当
日
だ
け
で
な
く
日
頃
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
場
合
は
、
さ
ら

に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
記
入
・
提
出
方
法
は
、

広
報
な
か
ま
５
月
10
日
号
と
中
間

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

間接排出量
約12億
7600万ﾄﾝ

産業部門
33％

運輸部門
18％

業務その他
部門
21％

家庭
部門
16％

その他
12％

■日本の部門別
　CO2排出量（2012年度）

灯油から
8.5％ LPGから

4.4％
都市ガスから
7.5％

電気から
50.8％

ガソリンから
22.7％

その他
6.1％

燃料種別内訳
約5,270
kgCO2/世帯

■家庭からの
　CO2排出量（2012年度）

出典：JCCCA 全国地球温暖化防止センター
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よくわかる
医療講座

91
No

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り
図書館マスコットキャラクター

「よむむしくん」

　

胃
の
疾
患
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
良
性

な
ら
胃
炎
、
ポ
リ
ー
プ
、
胃
潰か

い
よ
う瘍
、
胃

憩け
い
し
つ室
な
ど
、
悪
性
な
ら
胃
癌が

ん

、
悪
性
リ

ン
パ
腫し

ゅ

、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
聞
き
慣
れ
な
い
病
気
も
あ
り
ま
す

が
、
頻
度
が
高
い
も
の
と
し
て
は
胃
炎
、

胃
潰
瘍
、
胃
癌
、
ポ
リ
ー
プ
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
こ
の
頻
度

の
高
い
病
気
は
、
す
べ
て
「
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
」
と
い
う
細
菌
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

■
黒
幕
は
ピ
ロ
リ
菌

　
こ
ん
な
に
も
多
く
の
病
気
に
関
わ

っ
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
は
、
医
療
界
で

は
超
有
名
人
で
す
。
私
た
ち
医
者
の

間
で
は
何
か
と
ピ
ロ
リ
菌
の
話
題
で

持
ち
切
り
で
す
。
実
際
に
、
胃
カ
メ

ラ
を
行
う
と
き
に
私
た
ち
が
一
番
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、「
こ
の
患
者

さ
ん
の
胃
は
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て

い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
胃
カ

メ
ラ
で
胃
を
の
ぞ
く
だ
け
で
、
ピ
ロ

リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
が

大
体
わ
か
り
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
胃
の
場
合
は
要
注
意
で

す
。
胃
炎
や
胃
潰
瘍
、
ポ
リ
ー
プ
が

見
つ
か
る
ケ
ー
ス
が
格
段
に
高
い
で

す
し
、
ま
た
一
番
怖
い
の
は
胃
癌
が

隠
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
見
落
と
さ
な
い
よ
う
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
胃
カ
メ
ラ
を

行
い
ま
す
。
逆
に
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
て
い
な
い
胃
の
場
合
は
、
こ
の
時

点
で
平
均
点
ク
リ
ア
で
す
。
あ
と
は

残
り
の
数
少
な
い
病
気
が
な
い
か
ど

う
か
を
観
察
す
る
だ
け
で
い
い
の
で

す
。要
す
る
に「
ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
か
、

い
な
い
か
」
が
大
き
な
分
岐
点
で
す
。

■
胃
癌
は
感
染
症
か

　

胃
癌
の
発
症
に
は
ピ
ロ
リ
菌
が

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
胃
癌
は
肺
炎
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
感
染

症
と
同
じ
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

つ
ま
り
「
予
防
が
で
き
る
」
癌
で

す
。
ピ
ロ
リ
菌
が
い
れ
ば
す
ぐ
に

薬
で
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
違
う
と
こ
ろ

は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
て
も
無

症
状
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
ピ
ロ

リ
菌
が
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
ピ
ロ
リ
菌
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
胃

カ
メ
ラ
の
ほ
か
に
、
血
液
検
査
や
呼

気
試
験（
息
を
吐
く
だ
け
）な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
自
分
の
胃
に
ピ
ロ
リ

菌
が
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
病
気

が
あ
る
か
ど
う
か
は
胃
カ
メ
ラ
を
受

け
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
一
度

は
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
最
後
に
…

　
タ
バ
コ
を
や
め
た
か
ら
と
い
っ
て

肺
癌
に
な
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

同
様
に
ピ
ロ
リ
菌
が
い
な
く
な
っ
て

も
胃
癌
に
な
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
必
ず
健
康
診
断
は
定
期
的
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

胃の疾患
産業医科大学医師

久米井 伸介 医師

春の図書館まつり
４月18日土～５月10日日

さまざまなイベントを行います。
４月 12 日日から申し込みを受け付
けますのでぜひ参加してください。

火花
又吉直樹・著
売れない芸人徳永は、師として仰ぐべき
先輩神谷に出会った。そのお笑い哲学に
心酔しつつ、別の道を歩む徳永。2人の
運命は…。

おべんとう　だれとたべる？
あずみ虫・作　絵
「おべんと　おべんと　クマさんのおべ
んとう…」。クマさんがサンドイッチを作
っています。あ、お弁当箱につめて出か
けていくよ。誰とどこで食べるのかな？

■ トムとジェリー「天国と地獄」
　上映会
●期 日　４月 26 日日
●時 間　午後２時～
●定 員　50 人

■おりがみ教室
●日 時　５月２日土
●時 間　午後１時 30 分～
●定 員　30 人

●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　４月 13 日月、20 日月、
　27 日月、30 日木、５月７日木、11 日月
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

☎（２４５）４６６４中間市民図書館

子ども読書の日　特別おはなし会

●日 時　４月18日土・午前11時～
●場 所　おはなしのへや　
●内 容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など

雑誌リサイクル

●日 時　５月９日土・10日日
●場 所　図書館エントランス
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消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

～気軽に利用してください～

　

ぼ
く
た
ち
は
、
学
校
で
「
人
権

間
題
」
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
、
人
権
作
文
を
書

く
た
め
に
、
改
め
て
「
人
権
」
の

意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

国
語
辞
典
で
は
、「
人
権
」
と

は
、
人
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
持

っ
て
い
る
、
自
由
・
平
等
な
ど
の

権
利
と
書
い
て
あ
り
、
例
と
し
て
、

基
本
的
人
権
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。「
基
本
的
人
権
」
と
は
、
人
間

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て

い
る
、
生
き
て
行
く
た
め
に
大
切

な
権
利
。
人
間
の
平
等
、
働
く
権

利
、
言
論
・
思
想
の
自
由
な
ど
が
、

け
ん
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
差
別
を
し

た
り
、
い
じ
め
た
り
、
き
つ
い
言

葉
で
人
を
傷
つ
け
た
り
す
る
こ
と

が
ど
ん
な
に
悪
い
こ
と
か
と
言
う

こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
い
じ
め
を
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
意
見

を
通
そ
う
と
し
て
友
達
の
意
見
を

聞
か
な
か
っ
た
り
自
分
の
言
い
な

り
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
し
て
、

よ
く
言
い
合
い
に
な
り
ま
す
。
ぼ

く
は
、
た
だ
の
口
げ
ん
か
の
つ
も

り
で
い
た
け
れ
ど
、
実
は
、
友
達

の
人
権
を
尊
重
し
て
い
な
か
っ
た

ん
だ
な
と
、
反
省
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
友
達
の
人
権
を
尊
重

す
る
と
言
う
こ
と
は
、
ぼ
く
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
考
え
ま

し
た
。
ま
ず
友
達
の
話
を
聞
く
。

そ
れ
か
ら
、
も
し
も
意
見
が
あ
れ

ば
そ
こ
で
意
見
を
言
う
。
自
分
が
、

さ
れ
た
り
、
言
わ
れ
た
り
し
て
い

や
な
こ
と
は
し
な
い
。
簡
単
な
よ

う
だ
け
ど
も
、
な
か
な
か
完
ぺ
き

に
は
、
出
来
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
努
力
を
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
は
な
く
ぼ
く
た
ち

の
周
り
で
は
、
人
権
に
関
す
る
問

題
が
意
外
と
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
外
国
で
は
戦
争
が

あ
っ
た
り
無
差
別
に
人
を
傷
つ
け

た
り
殺
し
た
り
、
無
実
の
人
が
差

別
を
受
け
て
犯
人
に
さ
れ
た
り
、

色
々
な
こ
と
が
毎
日
の
よ
う
に
ニ

ュ
ー
ス
で
流
れ
ま
す
。

　

と
て
も
大
き
な
問
題
の
よ
う
に

思
う
け
れ
ど
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

を
考
え
る
と
実
は
、「
人
権
」
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら

本
当
は
、
解
決
出
来
る
こ
と
な
の

で
は
な
い
か
な
と
ぼ
く
は
、
思
い

ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
作
文
を
書
い
て
感

じ
た
こ
と
は
、
人
権
問
題
は
、
身

近
な
も
の
で
み
ん
な
が
真
剣
に
考

え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
も
っ
と
良

い
世
界
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

言
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

ぼ
く
も
努
力
し
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

私たちが感じた人権問題
「人権問題について」

木原　曜さん
（平成 27年３月中間東小学校卒業）

平成26年度小・中学校人権作文から

人権標語

さけびたい　せんそうやめろ　かくすてろ
 　　中間小学校５年 木村　琉希愛さん

あたためよう　ふわふわ言葉で　心の中を
 　　中間北小学校６年 栁田　志音さん

よく聴いて　心の悲鳴　「助けてよ」
 　　中間東中学校２年 上野　愛佳さん

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　５月13日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　５月９日土、15日金、28日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　５月９日土、15日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１
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軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

軽
自
動
車
を
障
が
い
が
あ
る
人

が
使
用
し
た
り
、
障
が
い
が
あ
る

人
の
通
院
な
ど
に
そ
の
家
族
が
使

用
し
た
り
す
る
場
合
、
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
希
望

す
る
人
は
、
次
の
書
類
な
ど
を
持

っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
以
前
に
軽
自
動
車

の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
も
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

○
身
体
障
害
者
手
帳（
戦
病
者
手

帳
）ま
た
は
療
育
手
帳

○
印
鑑

○
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

○
減
免
を
受
け
る
軽
自
動
車
の
車

検
証
の
コ
ピ
ー

○
申
請
書

●
受
付
期
間　
４
月
27
日
月
～
６

月
１
日
月

●
注
意
事
項

○
申
請
書
は
市
役
所
の
課
税
課
で

配
布
し
て
い
ま
す

○
障
が
い
が
あ
る
箇
所
や
等
級
に

よ
り
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

○
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
１
人

に
つ
き
１
台
の
み
で
す

※
普
通
自
動
車
な
ど
の
自
動
車
税
で

減
免
を
受
け
た
人
は
、
軽
自
動
車
税

の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
平
成
27

年
度
の
軽
自
動
車
減
免
の
申
請
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

○
郵
送
で
の
申
請
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん

●
申
請
・
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

２
歳
６
か
月
児
健
診
で
歯
科

保
健
指
導
を
行
い
ま
す

　

１
歳
６
か
月
児
健
診
後
か
ら
３

歳
児
健
診
ま
で
の
２
年
間
で
、
む

し
歯
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
100
人
中

2.1
人
か
ら
22
・
５
人
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
何
で
も

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
虫
歯
を
作
り
や
す
い

時
期
な
の
で
す
。

　

こ
の
時
期
の
歯
と
口
の
健
康

は
、
食
事
や
言
葉
の
発
達
、
健
康

な
笑
顔
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
育

成
す
る
た
め
に
、
ま
た
永
久
歯
の

育
成
・
正
常
な
か
み
合
わ
せ
・
顎あ

ご

の
発
達
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。「
食
べ
方
の
見
直
し
」「
歯

磨
き
の
習
慣
化
」
と
と
も
に
、
歯

の
質
を
強
く
す
る
「
フ
ッ
素
」
で

む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ッ
化
物
が
む
し
歯
予
防
に
有

効
な
理
由
は
、

○
歯
の
質
を
強
く
す
る

○
む
し
歯
菌
の
働
き
を
弱
め
る

○
再
石
灰
化
を
促
進
す
る（
歯
の

表
面
を
修
復
す
る
）

な
ど
の
働
き
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
新
た
に
、
２
歳
６
か
月

の
お
子
さ
ん
に
も
、
歯
科
保
健
指

導（
フ
ッ
素
塗
布
）を
行
い
ま
す
。

１
歳
６
か
月
か
ら
３
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
合
計
３
回
の
フ
ッ
素
塗

布
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
期

日　
２
歳
児
歯
科
健
診
日

※
対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
、
事
前

に
通
知
し
ま
す
。

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康

手
帳
、
お
口
の
健
康
管
理
カ
ー

ド
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
を

調
査
し
ま
す

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

調
査
を
平
成
27
年
度
に
行
い
ま
す
。

●
調
査
実
施
主
体　
中
間
市
消
防
署

●
調
査
方
法　
調
査
世
帯
に
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す

●
調
査
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
調
査
区
域　
扇
ヶ
浦
、
大
辻
、
大

根
土
、
上
底
井
野
、
上
蓮
花
寺
、

桜
台
、
下
大
隈
、
浄
花
町
を
中
心

に
調
査
予
定

●
注
意
事
項

○
調
査
員
は
消
防
手
帳
を
携
行
し
ま
す

○
室
内
に
上
が
っ
た
り
、
購
入
を
勧
誘

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
に
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。
被
保
険
者
全
員
に
、
４
月
下

旬
に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
期
間　
４
月
下
旬
～
平
成

28
年
３
月
31
日

●
受
診
票
の
送
付
時
期

○
４
月
末
現
在
の
被
保
険
者
…
４

月
下
旬

○
５
月
以
後
に
被
保
険
者
に
な
る

人
…
被
保
険
者
と
な
る
月（
75

歳
の
誕
生
月
な
ど
）の
上
旬

●
自
己
負
担
金　
500
円

●
受
診
方
法　
健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
し
て

受
診
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
２（
６
５
１
）３
１
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

　

願
書
と
受
験
案
内
は
、
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

●
期

日　
６
月
21
日
日

●
場

所　
九
州
共
立
大
学

　
（
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
１
‐
８
）

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

○
甲
種
…
５
、０
０
０
円

○
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

○
丙
種
…
２
、７
０
０
円

●
受
付
期
間

○
郵
送
…
４
月
17
日
金
～
30
日
木

（
消
印
有
効
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
14
日

火
～
27
日
月

●
申
込
先　
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
２
８
２
）２
４
２
１

　

試
験
の
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す

　

受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

６
月
７
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時

●
場

所　
消
防
署

●
対
象
者　
乙
種
第
４
類
を
受

験
す
る
人

※
対
象
者
以
外
の
人
で
も
受
講
可
能

で
す
が
内
容
が
一
部
異
な
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
５
月
１
日
金
～
６

月
５
日
金

●
受
付
場
所　
中
間
市
消
防
署
ま

た
は
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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西
部
出
張
所
が
さ
ら
に

便
利
に
な
り
ま
す

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
伴
い
、
４
月
１
日
水
か

ら
西
部
出
張
所
が
さ
ら
に
便
利
に

な
り
ま
す
。
休
館
日
と
開
館
時
間

が
次
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
、
住

民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
み
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
火

曜
日
を
除
く
平
日
の
午
後
６
時
ま

で
発
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
対
応
で
き
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
４
月
15

日
水
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

●
休
館
日　
毎
週
火
曜
日
、
年

末
年
始

●
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

６
時

●
問
合
先　
世
界
遺
産
推
進
室

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
５

遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

　
期
間
中
、
鯉
の
ぼ
り
約
200
匹
が
、

遠
賀
川
河
川
敷
で
泳
ぎ
ま
す
。
お
子

さ
ん
連
れ
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

●
掲
揚
期
間　
４
月
14
日
火
～
５

月
14
日
木

■
鯉
の
ぼ
り
提
供
の
お
願
い

　

な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

で
は
、
今
年
も
遠
賀
川
河
川
敷
に

鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
こ
と
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
た
め

に
、
み
な
さ
ん
の
使
用
済
み
鯉
の
ぼ

り
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら
取

り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し

た
用
紙
の
添
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

働
く
婦
人
の
家
［
☎（
２
４
６
）

０
４
８
３
］
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
な
か
ま
三
世
代
ふ

れ
あ
い
の
会
岡
山
宅

　
☎（
２
４
４
）７
８
０
１

第
36
回
中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
直
接

提
出
す
る
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
。

●
日

時　
５
月
17
日
日
・
午

前
９
時
～（
受
付
は
８
時
30
分
～
）

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
種

目　
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン

グ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
、

シ
ニ
ア
ダ
ブ
ル
ス（
男
女
の
組

み
合
わ
せ
の
制
限
な
し
）

●
参
加
制
限　
１
人
２
種
目
ま
で

※
２
種
目
の
場
合
は
、
ダ
ブ
ル
ス

と
ほ
か
１
種
目
と
し
ま
す
。

●
参
加
資
格　
市
内
在
住
者
ま
た

は
市
内
在
学
・
在
勤
者
、
中
間

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
所
属
ク

ラ
ブ
会
員

●
申
込
締
切　
５
月
８
日
金
・
午

後
５
時

●
申
込
・
問
合
先　
中
間
市
体
育

協
会
事
務
局

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
１

　

℻（
２
４
６
）２
８
０
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

中
間
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主

催
、
公
益
社
団
法
人
若
松
法
人
会

中
間
支
部
と
中
間
市
婦
人
会
・
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
中
間
の
後
援

で
、
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
４
月
19
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
問
合
先　
北
九
州
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー

　

☎（
６
３
１
）１
２
１
１

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体
に

助
成
を
行
い
ま
す

　

遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）

で
、
河
川
の
水
質
の
改
善
な
ど
を

目
的
と
し
た
環
境
保
全
活
動
を
行

う
住
民
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
そ

の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
団
体　
遠
賀
川
流
域
で
活

動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
今

後
行
お
う
と
す
る
会
員
数
５
人

以
上
の
団
体

●
対
象
活
動　
除
草
・
清
掃
活
動
、

水
質
・
生
物
調
査
、
普
及
啓
発

活
動
な
ど

※
ほ
か
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い

る
活
動
は
除
き
ま
す
。

●
助
成
対
象
活
動
期
間　
６
月
～

平
成
28
年
１
月

●
助
成
内
容　
１
団
体
あ
た
り
上

限
10
万
円

●
申
込
期
間　
４
月
１
日
水
～
30

日
木

●
問
合
先　
北
九
州
市
上
下
水

道
局
水
質
試
験
所

　
☎（
６
４
１
）５
９
４
８

第
45
回
中
間
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
５
月
１
日
金
ま
で
に
、
各
自
治
会

長
を
通
じ
参
加
申
込
書
を
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
５
月
10
日
日

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　
同
一
自
治
会
内
に

居
住
す
る
中
学
生
以
上
の
女
性

メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
メ
ン
バ
ー
（
９
人
）の
足
り
な

い
チ
ー
ム
に
限
り
、
近
隣
の
自
治

会
か
ら
選
手
を
補
充
し
て
出
場
で

き
ま
す
。

●
参
加
料　
１
チ
ー
ム
に
つ
き

１
、０
０
０
円

●
代
表
者
会
議

○
日
時
…
５
月
２
日
土
・
午
後
７

時
～

○
場
所
…
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

　

℻（
２
４
６
）２
８
０
０

歯
科
助
手
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

歯
科
医
療
機
関
で
の
受
付
や
ア

シ
ス
タ
ン
ト
業
務
、
会
計
業
務
を

学
習
し
、
現
場
で
の
即
戦
力
と
な

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
就
労
に
結
び

つ
け
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

６
月
２
日
火
、
４

日
木
、
９
日
火
、
11
日
木
、
16

日
火
、
18
日
木
、
23
日
火
、
25

日
木
、
30
日
火
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

※
全
日
程
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場

所　
福
岡
県
飯
塚
総
合

庁
舎（
飯
塚
市
新
立
岩
８
‐
１
）

●
受
講
資
格　
県
内（
福
岡
市
・
北

九
州
市
を
除
く
）に
居
住
す
る
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
ま
た

は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡

婦
で
、
こ
の
技
能
を
活
か
し
就

職
や
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

●
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代・検
定
料
の
一
部
５
、

０
０
０
円
程
度
は
自
己
負
担
で
す
。

●
定

員　
10
人（
書
類
選
考
）

※
開
講
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
５
月
14
日
木（
必
着
）

※
１
歳
～
就
学
前
を
対
象
に
事
前

予
約
で
託
児
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
ひ
と

り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
４
８（
２
１
）０
３
９
０
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こどもバルーンアート教室が地域交流センターで行わ
れました。参加者は講師の得居裕江さん (スーパー風
船先生 )に教わりながら、剣や犬、花を手作り。風船
を膨らませ過ぎて割れる場面や、割れた音にびっくり
して大騒ぎする場面など、参加者のさまざまな表情を
見ることができました。親子６人で参加した狭間剛さ
ん・英さん親子（通谷三丁目）は「難しかったけど楽し
かった。記念に家に飾ります」と話しました。

割れないように膨らませてね
２月 22 日・こどもバルーンアート教室

16広報なかま４月 10 日号

市役所前遠賀川河川敷で「なかま鮭の
会」による、鮭の稚魚の放流会が行わ
れました。この鮭は、東小学校で卵か
ら稚魚に育つまでを全校児童で観察
してきたもの。育った稚魚のうち、約
1500 匹を東小学校 2年生の児童 86
人が放流しました。児童代表で挨拶を
した石田晴人くんは「帰ってくるのが
楽しみです」と話してくれました。鮭
が元気に育って帰ってくれば、児童ら
が卒業する4年後に再会できるかもし
れません。楽しみですね。

元気に帰ってきてね
３月２日・さけの稚魚放流会

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

なかまハーモニーホールで４月からの新入学児 394 人
を対象に交通安全教室が行われました。中間市交通安
全推進協議会の中嶋勇二会長らのあいさつの後、折尾
警察署や福岡県交通安全協会による劇が行われ、横断
歩道のわたり方や信号を守ることの大切さが教えられ
ました。市内13の幼稚園と保育園から代表の園児が横
断歩道の渡り方を実演し、「交通ルールを守りお父さん
お母さんに心配をかけません」と誓っていました。

右を見て左を見てもう一度右を見て
２月 24 日・新入学児交通安全教室

広報なかま３月10日号20ページ「まちのわだい」の「中鶴少年ラグビー」の記事で、依藤隆史さんの
在籍を「北中学校」としていましたが、正しくは「中間中学校」です。お詫びして訂正します。お詫びと訂正
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まちのわだい

17 Nakama City Public Relations

筑豊電気鉄道の新型車両である、新型低床式 LRT5000
形の出発式が黒崎駅前駅で行われました。式典前から
カメラを手にしたみなさんが大勢訪れるなど、新型車
両への関心の高さがうかがえました。式典には福岡県
知事をはじめ、沿線自治体の首長など多くの来賓が出
席。テープカット後、多くの報道陣や鉄道ファンに見
守られる中、北九州市立筒井小学校 2年生の児童を乗
せた新型車両は無事出発していきました。

新型車両がいよいよデビュー
３月 14 日・筑豊電気鉄道新型車両出発式

佐藤正純さん（深坂二丁目）が中間市で初めて環境カウン
セラーの市民部門に合格しました。環境カウンセラーと
は、環境保全に関する専門的知識や経験があり、環境保
全活動に関する助言などを行う人材として、環境省の審
査を経て登録された人。これまで中間市環境基本計画の
ワークショップへの参加、やっちゃれエコライフの実施な
どに携わってきた佐藤さんは、「家庭や地域でできる環境
にやさしい取り組みを提起していきたい」と話しました。

今後も環境にやさしい取り組みを実践
佐藤正純さんが環境カウンセラー審査に合格

東小学校区と南小学校区で自主防災組織による避難訓
練が行われ、のべ約1,300 人が参加しました。自治会
ごとに一時集合場所を経て二次避難所の小学校に集合。
災害救援コーディネータである伊永勉さんは「自治会
離れが進んでいるが、災害時に最も必要とされるのは
隣近所での助け合いです」と話し、近隣の要支援者把
握の重要性を訴えました。また、東小学校では、ポン
プ操法やはしご車による火災防ぎょ訓練を行いました。

人助けの準備できていますか
３月８日、14 日・避難訓練

市内の４つの中学校で 359 人の卒業生が学び舎を巣立
っていきました。東中学校では、保護者や在校生が見
守る中、卒業証書が授与されました。深見卓矢校長は、
沖縄興南高校野球部の監督の言葉を引き合いに、「逆境
に負けず、小さなことでも全力でやり遂げてほしい」と
お祝いの言葉を贈りました。体育会や文化芸術会など
の思い出を胸に、卒業生全員で「いつまでも」を合唱。
中学校生活最後の授業を締めくくりました。

母校での思い出を忘れないで
３月 12 日・中学校卒業式
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「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

18広報なかま４月 10 日号

「
日
本
語
教
室
な
か
ま
」で

学
び
ま
せ
ん
か

　

地
域
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍
の
人
が

早
く
地
域
に
溶
け
込
み
楽
し
く
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
日
本
語
の
学
習
を
支
援

し
た
り
、
文
化
交
流
の
一
環
と
し
て
、

書
初
め
、
七
夕
、
お
茶
会
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
籍
の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に
楽
し

く
日
本
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
地
域
の
み
な
さ
ん
、
ご
近
所
や
知
り
合

い
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
の
人
が

い
た
ら
、
教
室
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
日
本
語
教
室
な
か
ま
」
で
は
、

日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
外
国
語
が
わ
か
ら
な

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
日
本
語

を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時

○
昼
間
講
座
…
毎
週
水
曜
日
・
午
前
10

時
～
11
時
30
分

○
夜
間
講
座
…
毎
週
金
曜
日
・
午
後
７

時
～
８
時
30
分

※
第
５
水
曜
・
金
曜
日
と
祝
日
は
休
み
で
す
。

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
受
講
料　
月
300
円（
教
材
費
）

●
問
合
先　
石
井
携
帯

　

☎
０
９
０（
３
６
０
４
）０
３
５
４

伝
統
芸
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

健
康
の
た
め
、
宴
会
な
ど
の
余
興
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
き
甲
斐
と

し
て
楽
し
い
伝
統
芸
を
マ
ス
タ
ー
し
て

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
毎
月
第
２
土
曜
日
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
内

容

○
門
司
港
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り

○
南
京
玉
す
だ
れ

●
会

費　
年
間
３
、０
０
0
円

※
半
年
ご
と
に
徴
収
し
ま
す
。

●
問
合
先　
伝
統
芸
道
場
な
か
ま

　
☎（
２
４
５
）７
８
４
０

１
枚
の
毛
布
が
心
を
つ
な
ぐ

　

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
贈
る
運
動
を
し

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
影
響
や
不
安

定
な
社
会
情
勢
の
も
と
、ア
フ
リ
カ
に
は
、

あ
な
た
が
送
る
１
枚
の
毛
布
を
待
ち
望

ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
毛
布
１
枚
に
つ
き

１
、０
０
０
円
の
送
料
が
必
要
で
す
。

●
募
集
締
切　
５
月
31
日
日

●
問
合
先　
明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会

　
☎（
２
４
４
）６
４
８
５

パパ似の心遥ちゃん。離乳食を
モリモリ元気モリモリでこれから
もモリモリ大きくなってね（笑）。

H26. ６.13 生
（岩瀬西町）

小
こ じ ま

嶋 心
こ の か

遥ちゃん

いつも元気で笑顔がステキな
空遥がパパとママは大好きだ
よ。これからもよろしくね。

H24.11.26 生
（岩瀬西町）

小
こ じ ま

嶋 空
そ ら か

遥ちゃん
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ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
る
前
に
洗
濯
の
り
ス
プ
レ
ー
を
襟
元
に
吹
き
付
け
て
お
く
と
、
汗
汚
れ
が
落
ち
や
す
く
な
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

文芸歳時記

▶今から８年前、右も左もわからない状態で広報担当となり、No.793号から
今月号の No.984号まで、192冊の広報紙の作成に携わってきました。この間、
多くのみなさんから叱咤激励を受け、少しでも良い広報紙をお届けできる
ように努力してきたつもりです。取材させていただいたみなさんから多くの
刺激を受け、人と人とのつながりの大切さを感じた８年間。私にとって人と
の出会いが貴重な財産となりました。長い間、大変お世話になりました。（謙）

編集後記
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３月29日日に行われたさくら祭での一コマです。予想以
上に開花が遅れ、前日も２分咲き程度。当日の景観が心
配されましたが、桜が祭りを待っていたかのように花を広
げてくれました。百花繚乱とまではいきませんでしたが、
訪れた人たちは思い思いに春の訪れを楽しんでいました。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ70 〜 200㎜　1/8000秒　F2.8　ISO250

映
画「
お
か
ん
の
嫁
入
り
」

上
映
会
を
開
催
し
ま
す

●
期

日　
５
月
９
日
土

●
時

間　
午
前
…
10
時
30
分
～
、

　
午
後
…
１
時
30
分
～

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル（
チ
ケ
ッ
ト
販
売
も
）

●
料

金　
600
円（
市
老
連
会
員
は
500
円
）

●
問
合
先　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

☎（
２
４
５
）８
４
３
２

さ
よ
な
ら
八
幡
市
民
会
館

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
主
催
の
演
奏
会
で
す
。

●
日

時　
５
月
３
日
日
・
午
後
２

時
～
（
開
場
は
１
時
～
）

●
場

所　
八
幡
市
民
会
館

　
（
八
幡
東
区
尾
倉
二
丁
目
６
‐
５
）

●
入
場
料

○
特
別
指
定
席
…
１
、５
０
０
円

○
一
般
…
900
円

○
高
校
生
以
下
…
400
円

※
一
般
、学
生
の
当
日
券
は
100
円
増
し
で
す
。

●
問
合
先　
藤
川
携
帯

　
☎
０
９
０（
３
４
１
０
）３
７
９
９

押
し
花
の
個
展
を
開
き
ま
す

●
期

間　
５
月
15
日
金
～
17
日
日

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　
池
田
町
公
民
館（
池
田
一

丁
目
20
‐
４
）

●
問
合
先　
田
畑
宅

　
☎（
２
４
４
）３
３
６
７

「
バ
ス
に
乗
ろ
う
」イ
ラ
ス
ト

募
集

　

今
秋
に
実
施
す
る
「
路
線
バ
ス
利
用

促
進
福
岡
県
内
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　
路
線
バ
ス
と
バ
ス
利
用

者
を
題
材
と
し
、
バ
ス
に
乗
り
た
く

な
る
よ
う
な
楽
し
い
Ａ
４
版
横
作
品

●
部

門

○
未
就
学
児
の
部

○
児
童
・
生
徒
の
部（
小
中
学
生
）

○
一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

●
応
募
締
切　
６
月
12
日
金（
必
着
）

●
表

彰　
優
秀
な
作
品
は
後
日
表

彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す

●
応
募
・
問
合
先　
福
岡
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
６
６

口
達
者
脳
も
元
気
な
証
拠
だ
よ

　
　
　

中
間
三
丁
目	

仁　

禮　

秀　

子

年
満
後
参
加
予
定
が
増
え
に
増
え

　
　
　

大
辻
町	
歌
野
原　

勝　

信

若
者
に
夢
を
託
し
て
道
譲
る

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

広　

重　

広　

志

ひ
っ
そ
り
と
谷
間
に
咲
い
た
裏
話

　
　
　

扇
ケ
浦
二
丁
目	

大　

串　

美
佐
子

生
き
る
知
恵
雑
種
だ
強
く
逞
し
く

　
　
　

中
間
三
丁
目	

古　

野　

つ
と
む

吉
富 

廣 

選

川 
柳

宝
く
じ
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
に
夢
の
せ
て
春
に
咲
け
よ
と
紙
幣
拝
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

病
院
は
魑
魅
魍
魎
が
棲
む
と
い
う
彷
徨
え
る
娘
の
世
界
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目	

掛　

田　

清　

香

か
つ
が
つ
に
日
々
の
暮
ら
し
は
賄
え
る
但
し
但
し
く
健
や
か
に
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
生
二
丁
目	

吉　

田　

千　

歳

き
さ
ら
ぎ
の
紅
梅
咲
き
て
空
青
く
う
ぐ
い
す
の
鳴
く
音
春
の
予
感
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡　

本　

マ
キ
子

あ
り
が
と
う
そ
の
一
言
に
励
ま
さ
れ
介
護
の
日
々
に
明
る
い
陽
射
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
二
丁
目	

山　

下　

純　

子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

東
風
吹
く
や
酒
蔵
湯
気
を
靡
か
せ
て

　
　
　

土
手
ノ
内
二
丁
目	

小　

田　

敏　

子

輪
を
描
く
鳶
の
一
閃
春
浅
し

　
　
　

太
賀
三
丁
目	

真　

崎　

捷　

子

春
の
土
鳩
の
並
び
て
音
符
め
く

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

石　

松　

梅　

子

銀
色
の
ひ
か
り
ま
と
う
て
猫
柳

　
　
　

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮　

﨑　

サ
カ
エ

天
神
の
急
勾
配
の
梅
香
る

　
　
　

上
底
井
野	

小　

林　

香　

子

末
永 

あ
つ
し
選

俳 

句
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
27

年
４

月
10

日
号

No.984

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

24円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
三
十
七

「
香
月
線
の
開
通
と
廃
線
」

　

香
月
線
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
中
間
駅

と
北
九
州
市
八
幡
西
区
に
あ
っ
た
香

月
駅
と
を
結
ぶ
鉄
道
路
線
で
す
。

　

こ
の
路
線
は
、
中
間
市
周
辺
で
活

況
を
呈
し
て
い
た
炭
鉱
の
石
炭
採
掘

増
産
に
対
応
す
る
た
め
に
１
９
０
８

年
に
開
業
し
た
石
炭
輸
送
の
た
め
の

貨
物
線
で
す
。
香
月
線
の
駅
は
、
中

間
駅
、
新
手
駅
、
岩
崎
駅
、
香
月
駅

の
４
駅
し
か
な
く
、
そ
の
総
距
離
は

わ
ず
か
3.5
㎞
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
炭
鉱
従
事
者
の
増
加
に

よ
っ
て
路
線
周
辺
の
人
口
が
増
え
る

と
、
香
月
線
に
旅
客
列
車
が
通
る
よ

う
に
な
り
、
中
間
駅
～
新
手
駅
間
が

３
線
化
さ
れ
る
な
ど
中
間
市
民
に
と

っ
て
重
要
な
交
通
手
段
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
に
な

る
と
周
辺
の
炭
鉱
が
相
次
い
で
閉

山
し
、
石
炭
輸
送
量
は
激
減
。
旅

客
も
次
第
に
減
少
し
、
赤
字
路
線

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、

１
９
８
０
年
の
国
鉄
再
建
法
の
施
行

を
受
け
、
１
９
８
５
年
つ
い
に
全
線

が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
香
月
線
跡
地
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
道
路
と
な
っ
て
い
て
、
往
時

の
風
景
を
偲
ぶ
遺
産
は
Ｊ
Ｒ
中
間
駅

前
の
記
念
碑
、
香
月
駅
跡
の
駅
名
板

く
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
南
側

に
あ
る
、
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
な
ど
の
石

像
レ
プ
リ
カ
を
展
示
す
る
「
屋
根
の

な
い
博
物
館
」
は
、
香
月
線
跡
地
の

一
部
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

昭和59年、新手駅から撮影した香月線（現在の本町交
差点付近）


